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2 次元実長換算法および 3 次元線形変換法（Direct Linear Transformation method：DLT













第 3 章 棒高跳の助走におけるストライド調整様式 
【目的】 











2 次元パンニング DLT 法を用いて記録上位群 5 名，記録下位群 5 名の助走における各ステッ
プのつま先接地位置の試技間の標準偏差（SDTB）およびストライド長の標準偏差（SDSL）
を算出した。また，第 1 章と同様の方法を用いて踏切速度を算出した。 
【結果および考察】 
その結果，棒高跳の助走においても，走幅跳や三段跳と同様のストライド調整様式が確認さ









第 4 章 棒高跳における助走の実践的評価法の策定 
【目的】 




5 名の棒高跳競技者に各自の自己最高記録の 90～95%にバーを設定し，11～12 本の全力跳
躍を行わせた。4 台のデジタルビデオカメラを用いて，助走および跳躍動作を撮影し，2 次元








































2）踏切 4 歩前の接地位置誤差（Toe-box distance error at -4step） 
3）最終ストライド誤差（Final stride length error） 
4）踏切位置誤差（Toe-box distance error at take-off） 
【今後の研究課題】 
 現状では，踏切速度を即時的にフィードバックするためには，指導者の主観的評価に頼らざ
るを得ない。今後は，レーザー式速度測定器などを用いて短時間で正確な踏切速度を測定する
手法の開発が求められる。 
 また，本研究では，ストライド調整様式と跳躍の成否の関連については，ジュニア選手しか
検討することができなかった。今後は，熟練競技者を対象に跳躍の成否によるストライド調整
様式の違いを検討することによって，より幅広いレベルの競技者のストライド調整について，
多角的かつ的確に評価することが可能となるだろう。 
今後，以上のような問題点が検討され，短時間でのフィードバックが可能なより実践的かつ
広範囲な選手に対して的確な助走評価を行うことができる手法の開発が期待される。 
